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　11 的　忿mμ症の黎因になるとして、食生活上満塩加すすめら>n.うす味でむおロしく

食べられる調理法甘ﾐどのこ犬も盈んになっている。しかし味覚そのもの左うす味になれさ

ｔることも丈t刀ごあろう。その場合ヲす味になれるに尋する期『司か劣力８裸として明確に

与とら･y＼ることが望ましい。そこて勺す賜にＱれるに専す弓a 紋£把唾寸ること苔目的と

して、皐奮地を営心配董を苅私としてtjJl査し紅。ま匹おﾈ､の鴎好に対する意識と矣際の靖

好このit＼<f:左しる阻めに丿船庭の調曝の鴻旬についても喰向した。

　方犠　I<?8I斗４月本零字^寮にぺ奄した新ぺ生60名と対象とレ入屎初曰から漬け脅は

吋贈特を禄してふ寸の後味t)＼- らようど｀よ目と灘心｀るまでの期向を聊祭し几、試科は蜃蘆浅

海岬が琵＼，ﾛ､侈味n'l>tとレ　it寸にぼ昆布I %. 風味調味科口%のものを用いた･テス

I-の方湾ぼ伊した漬寸却之隨噌けの塩味卸臼佩食べ■ V椚てりるものとtt較して　非常にう

茸い一非常にまい　のい岑ヽれ|こ柳当尽る彭の判断左求め紅。悍才這刄ぼ80°c荊班ヒし

試飲量ぼ峙に唸恥し心/)ト紅だぼじめの収コT"の判暗と奎柵した。

　紬果　アスト㈲詣時に|よ、侃されるうの塩昧左うすいとした遇が30 ~40 % ゼ｀あ・芦崎

7 曰励みたりから凩ヅしぼじめ丿sir 10臼自ぐらい7" ＼0% 不粛に'よ■ヽ卜。- /iこれらを壌

いご蔵しる名は当初10 %狐崖でありこﾉ}＼-＼，日1=1ぐらい7"ヽ20- 30%に増;!)Dし片。劾斟W)嘔収

塙好と実隊のずれについマIS. 辱満とし７はラ寸昧嗜好T"あるとしなか｀らも。　実nにぼ蜃

迂採淮であろ乙判断ごれる嘉加入fダあ、た。戻だ頂在では塙汁口肆牟絢食塩丿客反･'^ 0,8芦

乙薄るこ乙防弓卜八･, 0｡6一叩%. としt-七馮私でざるのT" はないかと邁たら才リ
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　肝り　ぢ夏ぐ･り洋某引物ヵ^りりい・り、洋遺　A i町入t使ういぐ漢伯^楽レむ｀

傾向づ゛トセブよう丿｀^^ ｀さ≒　孔- い羊馮　A｀1＼M入^ 加む゛fe"ラフダ゛り‾｀゛詐1.
し鴨す沁機叶｀^ ^ こい八T--。

　方広梗､咀わ洋瀧ぺ/Viス､は、俸頻りい秀軋トr. 上て･私見彿侑｜に^ t b.

もハい‥ぺ手しぞ｀すーい、料理孝ぐりり手漸ﾉ麦喘バリむ抑基準いt．洋

盾はホvy バン, 臼りイノ　ラ乙へ、キリシ●。ワヽソサー、ぺl＼°－ミント、オレンジキューう｀_

予・り-ﾌﾞ｀うンt'~　マう入布ノ, 3Tンho ー、グラマ- ユ。モカリキこ一- |しりI -唯報

馴？j :iヽは才- )レ入/叫ス､、メース。r ローブ　シナモン■- '＼ニラりら鐘賎t曇ら眠≪

1)･- 心ゼラ于ソ濃度はi.o μとiノ、B バ対り円にf i ようにシi -一7 口入X 加ﾐ／て棟曳-i

鞘節しＲ。洋酒に|･曼味強､,71; べ遠厚む･ちいと及、べ･T ･し＝>- )レ隻*＼'i､oぎり｀呂-|■ ?ﾎ）)て

冷抑i T-。官許康xい)ヽ^直戦糾? 叫前幾　10 ゛い碓kノ、で脚か鉢忌茲々彬馮レ

ａ。･や和レはx叶台f 中心はii ふ・-ﾀ性で･講ぺしﾌﾐ｡。まr- |z～1^才ウ1∠ti徒-つヽ･ヽでも

4･種類り抑い吊ぺ^吟網iに。4-奎類心羊;馴吊ヽ⌒^ 碑吟き網ｔしrら。　　｀

　拙泉芹酒・)今い口し斥嶋私けit. コアントロ-, 示ワ４ンi　卯及汗旧･り今町口乙弓馬ﾉ曾｀ヽ､μit.コ"? ンドQ -, 示ワAン:　予、り一ﾌﾞうソヂー　n゛

ランプ- i*n:外秀紀八叩－i ント　モカト十、－iレマラス､キノバ料ま卜rf Vヽ・翫。I?.
－　　¶　　　　　・　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　－　－　　　　　　　♂　　　　　　!4－　｡　－　　　　￥　1‾"S.てベユ-? y ドロ-

カx-持参vK,　地はベペ^やヽ易ヽぶ，T^^す袖f.丿T^。入丿＼'"＼ 入'i 恭加し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II‾　　’　゛　’　　　j’゛ノ　　゛　　‾　″　　”4　　1’･‾‾咎場胤につ、､、Z IT.　メー入? 加気r=も・対外まへべこ7 -S?)Pシrr もぶ言一敗ドtl まれri
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